
超高齢社会を迎えている今，国
民の健康に対する関心が高まって
い る．EBM (evidence-based
medicine)は，健康の獲得や維持
に運動が深く関与していることを
明らかにした．体を動かすことが
寿命，がん，認知症などの健康障
害によい影響を与えることが，関
係者の地道な啓発活動により，国
民の間にも浸透し始めている．
一方，⽛体を動かす⽜ことの象

徴としてスポーツ活動がある．近
年のスポーツ科学の発達は，ト
レーニングをはじめ，スポーツの
あり方にさまざまな変革をもたら
している．
スポーツ愛好者や競技者への医
療に対して，従来の医療は大きな
問題を抱えていた．それは，ス
ポーツの医療を，診療現場での医
療と同じように対処していたこと
である．
臨床の現場でも，いまだに⽛安
静⽜が治療手段として用いられて
いることが少なくない．EBM で
は，⽛結果⽜としての安静は別に
して，⽛治療⽜としての安静には，
有効性は認められていない．すな
わち，現在の治療では⽛守りの医
療⽜は，特別な理由がない限り意

味を持たない．
一方，スポーツ競技者の医療で
は，積極的な⽛攻めの医療⽜で対
処する必要がある．選手に，⽛競
技を休め⽜と言うのは，一歩間違
えると，レギュラーの座からの転
落や選手生命の終わりを意味す
る．スポーツ競技の人々が，代替
医療に流れる大きな理由の 1つが
ここにある．
こんな世情の中，帖佐悦男先生
を代表とする宮崎大学整形外科の
方々によって本書が刊行された．
宮崎大学整形外科学講座は，田島
直也名誉教授が現役の時代からス
ポーツ医学に関心を持ち，現場と
一体となってスポーツ医学の最前
線に立って今に至っている．本書
はその集大成でもある．
本書は，スポーツ医学における
近年の画像診断の劇的な進歩を積
極的に紹介している．また，ス
ポーツによる外傷や障害の診療上
のポイントを本書の中で提示し，
診療を受ける側への実際の対応も
掲載している．
もう 1つの特徴は，詳細な症例

提示を 1つの章として構成してい
る点である．豊富な経験を有してい
る講座ならではの目次立てである．

運動が健康に重要な役割を果た
していることが明らかになった
今，本書は，スポーツ医学とその
実践をこれから学ぶ人間にはよき
入門書として，専門家には自らの
know-how の確認と錬磨の書と
して推薦できる．
8,000円は安くないが，その価
値はある．

B5・ 228頁
2015年 11月

定価：本体 8,000円＋税
［ISBN978-4-260-02195-1]

医学書院刊

254 臨整外 51巻 3号・ 2016年 3月

書 評
アスリートを救え
スポーツ外傷・障害の画像診断 完全攻略
帖佐悦男 編

〔評者〕菊地臣一(福島県立医大理事長兼学長・整形外科)

 

 ©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
01
6 

2026/09/18 14:06:40


